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［要旨］商船では省エネルギーの観点から生物の船体付着防止を行っているが、ドック時また

UWC(Under Water Cleaning)時に必ず海洋生物の付着がみられる。今後、付着防止の観点から船体

管理を実施するとなると厳しい管理が必要となる。付着する動物の種類では環形動物と節足動物

が約90％を占め、この割合は船体外板とニッチ部では同程度である。また、それら付着生物にヨ

コエビ、ワレカラなどが住みついており、一緒に移動される可能性が大きい。最初に付着する部

位は防汚されていない、また塗装の剥離場所であることが分かった。この場所にフジツボ等が付

着すると生物を誘引し、付着が助長することから早期に付着を発見し、取り除くことが必要であ

る。付着防止は塗装によることが大きいが、船体構造上および塗装施工法の理由で塗装が完全と

はならない、また運航にともなって必ず塗装が衰耗・剥離する部位があり、その部位には他の付

着防止方法が必要である。その部位に界面活性剤を注入した実験を行ったが付着防止効果がある

ことを実証した。また、一般的に船舶で塗装されない部位に塗装を施した実験を行い、付着防止

効果があることを実証した。付着は港湾での船舶の停泊日数と大きな関係があると考えられてい

る。豪州の石炭積み出し港湾の滞船状況を調査すると共に、寄港石炭船の運航データの解析を行

い停泊期間と出港後の船速から付着状況を分析する簡単な指標値を提案した。また、長期停泊中

の付着防止対策として、1週間程度毎に短期航海をすることが有効であることを確認した。さらに、

液化天然ガス運搬船、コンテナ船の停泊日数を調査し、石炭船と比較し長期滞船の影響の受けな

い船種であることをを確認した。海運による海洋生物の移動を防止するためには、マクロ的見地か

らは長期滞船を発生させない貿易形態を構築することや停泊を極力短縮するための港湾施設能力の

拡充が重要かつ必要である。ミクロ的には船体付着を防止することであるが、港湾設備、船体構造、

船体整備方法、具体的付着防止技術等を含め総合的な体付着防止管理手法について提言した。 
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